  金網製造業
生産は、平成21年初めに大幅に減少した後、低迷を続けていたが、22年秋頃から増加に転じた。ただ、回復のテンポは緩慢である。また、企業規模や生産品種によってかなりばらつきがみられる。収益については、材料の線材価格が上昇する一方で、製品価格への転嫁が競争激化で困難なため、厳しい状況である。これに対し、各社とも需要拡大に向けて様々な取組を続けている。
 業界の概要

金網は、防護、補強、選別、分離等の機能があり、用途をみると、フィルターとして種々の工業用に使われるほか、ビル建築の基礎工事などの補強用、河川改修工事用及び土砂崩れ防止用、各種のフェンスなどに使用される。
金網製造業の規模をみると、全国では従業者20人未満の企業が鉄製金網で74.5％、非鉄金属製金網で77.8％を占める(経済産業省『平成21年工業統計表（品目編）』、従業者４人以上)。大手企業でも従業者数は100人台に過ぎない。

大阪の特徴

府内の金網製造業は鉄製金網で、事業所数74 (対全国比16.2％)、製造品等出荷額140億9,100万円（同8.8％）、非鉄金属製金網で、事業所数15（同55.6％）、製造品等出荷額18億5,900万円（同73.8％）となっており、事業所数はいずれの金網でも1位、出荷額は前者が香川、愛知県に次いで３位、後者が1位となっている(経済産業省『平成21年工業統計表（品目編）』、従業者4人以上)。他産地が特定の品種に特化している場合が多いのに対して、大阪産地はほとんどすべての品種が生産されており、また、中小企業の割合が高いのが特徴である。 

ただ、各企業の生産品種をみると、中小企業の大半は織網だけであり、中堅・大手は二品種以上を生産する企業が多い。
生産は品種によって格差がみられる
生産動向をみると、リーマンショックの影響で平成21年初めに大幅に減少した後、低迷を続けていたが、22年秋頃から増加に転じた。ただ、回復のテンポは緩慢である。また、企業規模や生産品種によってかなりばらつきがあり、小規模層の多くは未だに減少基調で推移する一方で、中規模層以上の中にはリーマンショック前の9割近くの水準にまで回復した企業もみられる。

品種別では、溶接網や菱形網など土木・建設向けは、建設工事が低い水準で推移し、公共工事も低迷していることから、大幅に減少している。

工業用としての比重が高い織網は、概ね増加基調で推移している。特に、自動車及び電子機器関連に用いられる網は好調である。一方、食品関連は緩やかな増加にとどまり、化学関連は伸び悩むなど、対象となる需要先の状況に左右されている。また、織目の細かいハイメッシュは好調に推移し、織網に占める割合はまだ低いものの、特殊素材を使った網は、太陽電池関連やハイテク機器関連で大幅に増加している。
収益は厳しい

材料の鉄線及びステンレス線の価格が資源価格の高騰を受けて上昇が続いている。一方で、企業間の競争が厳しいことから、線材価格上昇分の製品価格への転嫁は、かなり難しい。このため、収益は厳しい状況となっている。
ただ、特殊素材を使った織網や、非常に細かい網目の織網については、技術的に生産が難しいことから企業数が限られており、線材価格上昇分をほぼ転嫁できている。

設備投資については、需要増加が見込めないとして消極的である。ただ、一部では合理化のために新鋭機器を導入した。ある中堅企業は、リーマンショックによって延期していた投資を再開し、生産体制の再編と外注品の内製化による生産効率化、製品加工度を高めるため積極的に投資している。
新たな需要拡大に向けて懸命の努力

生産はやや回復基調にあるとはいえ、リーマン･ショック前の水準にまで達していない。このため、各企業は新たな需要拡大に懸命である。

中堅企業の中には、金網の加工（切断、折り曲げ、部品溶接）によってユーザーの利便性を高め需要開拓に取り組み、展示会に出品して製品紹介に努めている。また、新素材に対応できる線材メーカーが減少していることから、自社で伸線を手がけ、ユーザーのニーズにあった極細線による金網開発に乗り出した企業も出ている。
今後の見通し

需要はユーザー企業の生産拡大とともに、徐々に増加すると期待する企業は多い。ただ、価格競争は激化する一方で、材料の線材価格は不安定であることから、収益は厳しい状況が続くとみられる。
このため零細層の中には、生産を縮小し経営者が引退すれば廃業というメーカーが出ることが懸念される。
（柴田昌宏）
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